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世帯と人口
 (住民基本台帳) 
12月1日現在。( )は前月比

世
帯
数

日本人のみの世帯 合　計
外国人のみの世帯
日本人と外国人の世帯

人
口(

人)

合　計
日本人
外国人

男 女 小　計318,105(308減)
18,495(  63減)
2,874(     1増)

582,853
(324減)

267,651(155減)
12,872(  34減)

557,451(290減)
25,402(  34減)

289,800(135減)
12,530(0)

339,474
(370減)

■時 1月12日㈷午前9時～午後5時 ■場集合・解散＝
JR青梅駅　■内青梅七福神めぐり・藍染体験ほか
■費 1000円 ■対区内在住・在勤・在
学の方 ■定 20名（抽選)　■申申し込
みフォーム（右2次元コード）から､
1月5日までに申し込み ■問文化・交
流課交流推進担当

■時■内①2月12日㈭～17日㈫午前8時30分～午後5時（17日は3時まで)
＝パネル・クジラ模型の展示ほか②12日㈭午後7時～8時30分＝世
界自然遺産の取り組み紹介ほか ■場 区役所1階ロ
ビー　■費②500円　■定②30名（申込順)　■申②申し
込みフォーム（右2次元コード）から、1月28日ま
でに申し込み　■問文化・交流課交流推進担当

■東京都青梅市
 　交流自治体へ行ってみよう！区民ツアー

■静岡県南伊豆町 　地方との関わり方を見つける　農ある暮らし体験ツアー

　区の交流自治体の物産展や体験ツアーなど
今年も楽しい催しがもりだくさん！交流自治体の催し

■時 ■場■内 1月13日㈫～16日㈮午前8時30分
～午後5時（16日は4時まで）＝写真展（区
役所2階区民ギャラリー)▶15日㈭午前10
時～午後2時＝農産物・加工品などの販売
(区役所中杉通り側入り口前)　■問東吾妻町
企画課☎0279-68-2111

■群馬県東吾妻町     写真展・物産展

■東京都小笠原村   ①パネル展「小笠原諸島展」
　 ②講演「小笠原アカデミー」

■時 2月28日㈯正午～3月1日㈰午後2時30分 ■場 集合・解散＝伊豆急下田駅（静岡県)　■内 収穫体験､
観光施設視察、先輩移住者・地元の方との交流、みなみの桜と菜の花まつりの散策 ■対区内在住・在
勤・在学の方　■定 20名(抽選)　■費 1万円　■申南伊豆町      （右2次元コード）から、2月6日までに申し
込み ■問南伊豆町企画課☎0558-62-6288

HP

■時 ■場■内 1月19日㈪～23日㈮午前8時30分～
午後5時（23日は4時まで）＝写真展（区役所
2階区民ギャラリー)▶22日㈭午前10時～午
後2時（伊勢海老の味噌汁試食サービスは11
時から）＝特産品・干物などの販売（区役所
中杉通り側入り口前)　■問南伊豆町商工観光
課観光推進係☎0558-62-6300

■静岡県南伊豆町     写真展・物産展

▲干物

▲清宝院
▲吾妻渓谷

▲みなみの桜と菜の花まつり

新年あけましておめでとうございます
杉並区長  岸本 聡子

　皆さんには、新年を健やかにお迎えのこととお慶び申し上げます｡

　私は就任以来、地域の皆さんとの対話を軸に、住民参加でのまち

づくりを大切にしてまいりました。昨年は、区立施設の跡地活用な

どいくつかの取り組みが確かな成果となり、区民の皆さんと職員が

粘り強く丁寧に重ねてきた話し合いが実を結んだことを、心からう

れしく思います。また、さまざまな経験や価値観を持つ方々が集ま

り、熱い議論を交わしたことで、私たちのまちは私たちで考えると

いう住民自治の豊かさを改めて実感した一年でもありました。

　今、国際情勢の不透明さや物価高・気候変動など、私たちを取り

巻く環境は大きく変化しています。こうした時代だからこそ、本年

は新しい価値を創り出す挑戦を続ける一年にしてまいりたいと考え

ています。

　このような社会の不安定さによって、区民の皆さんの安全・安心

な暮らしが脅かされることがあってはなりません。そのためにも、

地域のケアワーカーを支える取り組みや､

人と人が安心してつながることのできる

居場所づくり、そしてより良い杉並を

創っていくために欠かせない職員の働きやすい職場環境の整備など

に取り組み、誰もが安心と絆を感じられるまちを育んでまいりたい

と考えています。孤立や分断を防ぎ、人権が尊重される共生社会を

創ることは区の大切な使命です。多様なアイデンティティーを尊重

し合い、誰もが地域に誇りと絆を感じられる杉並を、地域の皆さん

と共に創ってまいります。

　杉並の「対話の区政」は、これからも皆さんと一緒に前へ進んで

いきます。区のことを知り、興味を持ち、関わり、一緒に創ってい

ただける方々を増やしていきたい。こうした想いを持って、今年も

全力で区政運営に臨んでまいります。

　本年も、どうぞよろしくお願い申し上げます。


